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問1 5世紀のヤマト王権の有力者たちは、当時の中国において、政治的な正当性や朝鮮半島での軍事的な立場を認めてもらうために
使者を派遣しました。このとき、ヤマト王権が朝貢を行った中国の王朝の総称として正しいものを選択してください。 （2024年　

三重公立入試　類似）

1.  南朝 2.  北朝 3.  隋 4.  唐

問2 4世紀から5世紀にかけて、近畿地方を中心に誕生した「前方が方形で後方が円形」という特徴を持つ巨大な墳墓が、九州から
東北地方まで広く分布するようになった歴史的背景について述べたものとして、最も適切な説明を選択してください。 （2019年　

富山県公立入試　類似）

1.  ヤマト王権の支配力や政治的な
影響力が、近畿地方から日本各地
へと拡大したため

2.  仏教の伝来によって、全国の豪
族が共通の形式で墓を作る宗教的
義務を負ったため

3.  大陸から渡来した人々が、自分
たちの故郷で一般的だった墓の形
を全国に広めたため

4.  各地の豪族が、ヤマト王権に対
抗するために独自に巨大な墳墓を
築くことを競い合ったため

問3 世界文化遺産に登録された百舌鳥・古市古墳群には、5世紀頃に造られた日本最大の前方後円墳である大仙古墳が含まれてい
る。このような巨大な古墳が築かれた時代の外交の特徴として、適切なものはどれか。 （2020年　香川公立入試　類似）

1.  中国の南朝へ使者を送り、自ら
の地位を認めてもらう活動を行っ
た。

2.  中国の北朝へ使者を送り、仏教
を公式に伝えるよう要請した。

3.  唐へ遣唐使を派遣し、律令に基
づく中央集権的な国家体制を導入
した。

4.  元（モンゴル）からの服属要求
を拒否し、九州沿岸の防備を固め
た。

問4 古墳時代の中期ごろ、朝鮮半島から伝えられた技術によってつくられるようになった、高温の窯で焼かれた硬質の灰色の土器
を何といいますか。 （2017年　千葉県公立入試　類似）

1.  須恵器 2.  土師器 3.  弥生土器 4.  縄文土器

問5 4世紀から5世紀にかけての古墳時代、大陸から日本列島へ移り住んだ渡来人によって伝えられた、青灰色で非常に硬い土器の
名称を答えなさい。 （2023年　高知公立入試　類似）

1.  縄文土器 2.  弥生土器 3.  須恵器 4.  土師器

問6 古墳時代に、前方後円墳という特定の形式が日本各地の有力者の墓として採用されたことは、当時の政治状況においてどのよ
うなことを意味していますか。 （2018年　長崎県公立入試　類似）

1.  近畿地方のヤマト政権（大和朝
廷）の影響力が各地に及んでいた
こと

2.  各地の豪族が独自の宗教観に基
づき、異なる形式の墓を競って造
ったこと

3.  大陸から伝来した仏教に基づ
き、全国一斉に寺院の建立が始ま
ったこと

4.  狩猟・採集中心の生活から、稲
作を中心とする社会へ移行し始め
たこと

問7 日本の古墳時代にあたる4世紀から6世紀ごろ、朝鮮半島では3つの国家が互いに勢力を競い合っていました。この3つの国家の
組み合わせとして正しいものを次から選びなさい。 （2024年　滋賀公立入試　類似）

1.  高句麗・百済・新羅 2.  魏・呉・蜀 3.  隋・唐・宋 4.  渤海・高麗・新羅

問8 4世紀から7世紀頃にかけて朝鮮半島や中国大陸から日本列島へ移住した人々は、それまでの土器とは異なる、黒っぽくて硬い
「須恵器」の製作技術や、文字としての「漢字」などを伝えました。このような人々を何と呼びますか。 （2026年　山形公立入試　類似）

1.  渡来人 2.  縄文人 3.  弥生人 4.  防人

問9 古墳時代の日本列島において、大陸から移住した渡来人が果たした役割と、彼らがもたらした文化的影響について述べた文と
して正しいものを次の中から選びなさい。 （2019年　岡山公立入試　類似）

1.  漢字を伝えることで、ヤマト政
権における外交や記録、財政など
の実務を支えた。

2.  鉄砲の伝来に寄与し、戦国大名
の戦い方や城の構造に劇的な変化
をもたらした。

3.  稲作の技術を初めて伝え、狩
猟・採集中心の縄文文化から弥生
文化への転換を促した。

4.  青銅器を用いた祭祀の道具を伝
え、卑弥呼が統治する邪馬台国の
成立を助けた。
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答え合わせ・解説

問1 答え 1
南朝

5世紀の中国は、華北を支配する北朝と、江南を支配する南朝に分かれて対立していました。地理
的に南に位置する王朝と交流しやすかったヤマト王権は、南朝の諸王朝へ「倭の五王」と呼ばれる
王たちが相次いで使者を送り、朝貢を行いました。

問2 答え 1
ヤマト王権の支配力や政治的な影響力
が、近畿地方から日本各地へと拡大した
ため

同一形式の巨大な墳墓が広範囲に分布している事実は、中央のヤマト王権と地方の豪族との間に、
身分秩序を伴う政治的な結びつきがあったことを示しています。ヤマト王権が各地の豪族を自らの
支配体制に組み込んでいく過程で、王権の権威の象徴であるこの形式の古墳が各地で築かれるよう
になりました。

問3 答え 1
中国の南朝へ使者を送り、自らの地位を
認めてもらう活動を行った。

大仙古墳に代表される巨大な前方後円墳が造られた5世紀は、大和政権の王（倭王）が自らの権威
を内外に示すために、中国の南朝へ朝貢した時期と重なります。この時期の外交は、朝鮮半島での
軍事的な立場を強化し、鉄器の材料となる鉄資源の供給源を確保することが大きな目的の一つでし
た。

問4 答え 1
須恵器

須恵器は、古墳時代に朝鮮半島から渡来した技術者によって伝えられました。従来の日本で見られ
た野焼きの土器とは異なり、斜面を利用した「穴窯」を用いることで1000度以上の高温で焼き上げ
ることが可能となり、硬くて水を通しにくい性質を持っています。

問5 答え 3
須恵器

古墳時代になると、朝鮮半島などから移住した渡来人によって、新しい技術や文化がもたらされま
した。その一つである須恵器は、それまでの弥生土器などが野焼き（低温）で焼かれていたのに対
し、斜面を利用した「登り窯」を用いて1000度以上の高温で焼成されました。この技術革新によ
り、実用的で堅牢な土器の生産が可能となりました。

問6 答え 1
近畿地方のヤマト政権（大和朝廷）の影
響力が各地に及んでいたこと

鍵穴のような特有の形状が標準化され、各地で模倣されたことは、その地域の有力者が近畿のヤマ
ト政権と政治的な同盟関係や主従関係を結んでいたことを示しています。これにより、ヤマト政権
を中心とした政治体制が広まっていったことがわかります。

問7 答え 1
高句麗・百済・新羅

朝鮮半島では、北部の高句麗、南西部の百済、南東部の新羅の3校が対立し、抗争を繰り返してい
ました。この情勢は当時の日本（倭）の外交や技術導入にも大きな影響を与え、日本は主に百済や
加羅（加耶）の地域と結びついて行動していました。

問8 答え 1
渡来人

4世紀から7世紀にかけて、大陸の戦乱を避けるなどの理由で日本列島に移り住んだ人々は、当時の
日本にはなかった高度な技術や文化を伝えました。彼らが伝えた須恵器は、高温で焼くことができ
る穴窯（あながま）の技術を用いたもので、それまでの赤褐色の土器よりも硬い性質を持っていま
した。また、漢字の伝来は、その後の大和政権による記録や行政の仕組みを支える基盤となりまし
た。

問9 答え 1
漢字を伝えることで、ヤマト政権におけ
る外交や記録、財政などの実務を支え
た。

渡来人は文字（漢字）の知識だけでなく、養蚕、機織り、土木技術、須恵器の製作など、当時の日
本にはなかった高度な技術を伝えました。特に漢字を用いた文書作成能力は、ヤマト政権（大和朝
廷）が組織を運営し、大陸の諸国と外交交渉を行う上で欠かせないものとなりました。鉄砲は16世
紀、稲作や青銅器は弥生時代以前に伝わったものであり、時期や内容が異なります。


